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図4:子どもの振り返り作文③
5 成果と課題
地域の課題を教材化し，地域にある現実の問題解決を
学習の中に位置付けることは，子どもの学習意欲を高め，
願いをもって社会的事象にかかわる姿を具現化すること
に効果的であった。また，学習をとおして考えたことを地
域に発信するなどして，実社会に対して働きかけていく
ことは，社会的事象に対して認識を深めたり，自分の学び
の意義を実感したりすることにつながった。
一方で課題もある。それは地域の課題を子どもたちの
輿味関心，ものの見方・考え方，学習経験などと照らし
合わせながら教材化する難しさである。日頃から地域の
課題に目を配り，教材化できそうなものをするどくキャ
ッチする教師の高いアンテナが必要である。
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